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【 目 的 】  

唇 顎 口 蓋 裂 患 者 の 口 唇 形 成 術 後 の 静 的 な 顔 貌 に つ い て は 様 々 な 解

析 が 行 わ れ 、 形 態 の 改 善 が 示 さ れ て い る 。 し か し 、 ス マ イ ル 時 の 口

唇 の 動 き に つ い て は 不 明 な 点 が 多 い 。 そ こ で 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者

の 口 唇 形 成 術 後 の ス マ イ ル 時 の 口 唇 お よ び 頬 部 の 三 次 元 的 移 動 様 相

に つ い て 検 討 し た 。  

 

【 資 料 及 び 方 法 】  

松 本 歯 科 大 学 病 院 矯 正 歯 科 を 受 診 し た 口 唇 形 成 術 後 の 片 側 性 唇 顎

口 蓋 裂 男 児 1 1 名（ 平 均 年 齢 5 . 2 歳 、右 側 唇 顎 口 蓋 裂 8 名 、左 側 唇 顎

口 蓋 裂 3 名 、 平 均 オ ー バ ー ジ ェ ッ ト − 2 . 0 m m 、 平 均 オ ー バ ー バ イ ト

+ 1 . 9 m m ） を 対 象 と し た 。 頭 部 固 定 は 行 わ ず 、 安 静 時 と ス マ イ ル 時

の 写 真 を ス テ レ オ カ メ ラ で 撮 影 し た 。 三 次 元 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア

（ Q M - 30 0 0 ） を 用 い て 、 口 角 、 頬 部 お よ び 上 下 唇 中 央 の 三 次 元 的 移

動 距 離 を 計 測 し 、患 側 と 健 側 の 移 動 量 を 、W i lc o xo n 検 定 を 用 い て 比

較 検 討 し た 。 ま た 、 正 面 顔 面 形 態 と ス マ イ ル 時 の 口 唇 運 動 の 関 連 を

検 討 す る た め に 、 ス マ イ ル 時 の 三 次 元 方 向 の 移 動 距 離 と 正 面 セ フ ァ

ロ グ ラ ム の 測 定 項 目 の 距 離 を 、 S p e a r m a n の 相 関 係 数 を 用 い て 検 定

し た 。 な お 、 本 研 究 は 松 本 歯 科 大 学 研 究 等 倫 理 審 査 委 員 会 に て 承 認

さ れ て い る （ 許 可 番 号 第 0 2 5 2 号 ） 。  

 

【 結 果 】  

ス マ イ ル 時 に 、患 側 口 角 と 健 側 口 角 は 、そ れ ぞ れ 外 側 に 4 . 6 9 m m、

2 . 6 7 m m 、 上 方 に 4 . 5 3 m m 、 3 . 0 0 m m 、 後 方 に 4 . 3 5 m m 、 3 . 0 2 m m 移 動

し 、 い ず れ も 患 側 が 健 側 と 比 べ 有 意 に 大 き い 値 を 示 し た 。 一 方 、 頬

部 は 患 側 と 健 側 の 移 動 距 離 に 有 意 差 は な か っ た 。 上 唇 中 央 部 と 下 唇

中 央 部 で は 、垂 直 方 向 で 、そ れ ぞ れ 上 方 に 2 . 2 1 m m 、下 方 に 6 . 6 0 m m

移 動 し 、 有 意 差 を 示 し た 。 口 唇 と 頬 部 の 三 次 元 移 動 量 と 正 面 顔 面 形

態 の 関 連 は 、 下 顎 骨 幅 差 （ 患 側 - 健 側 ） と M e 偏 位 量 は 口 角 水 平 方 向

の 移 動 量 差 （ 患 側 - 健 側 ） と 有 意 な 正 の 相 関 を 示 し 、 上 顎 骨 高 差 （ 患
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側 - 健 側 ） と 下 顎 骨 高 差 （ 患 側 - 健 側 ） は 口 角 垂 直 方 向 移 動 量 差 （ 患

側 - 健 側 ） と 有 意 な 負 の 相 関 を 示 し た 。  

 

【 考 察 】  

口 唇 裂 は 手 術 後 に 上 唇 の 形 態 は 修 復 さ れ る が 、 瘢 痕 組 織 を 形 成 す

る 。 ス マ イ ル 時 に は 、 口 輪 筋 を 停 止 部 と し て 大 頬 骨 筋 、 口 角 挙 筋 な

ど が 収 縮 す る 。 そ の 際 に 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 で は 、 大 頬 骨 筋 等

で 口 角 を 牽 引 す る 際 に 、 上 唇 の 瘢 痕 組 織 が 上 唇 中 央 よ り 患 側 よ り に

位 置 す る た め 口 角 部 で 口 輪 筋 の 抵 抗 力 は 患 側 が 健 側 よ り 小 さ く な り 、

患 側 口 角 が 上 外 後 方 へ 大 き く 移 動 し た と 推 察 さ れ た 。  

ス マ イ ル と 正 面 顔 面 形 態 の 関 連 で は 下 顎 骨 の 偏 位 量 が 大 き い ほ ど 、

ス マ イ ル 時 に 患 側 口 角 が 健 側 口 角 に 比 べ よ り 外 方 に 移 動 し 、 患 側 の

上 顎 骨 、 下 顎 骨 の 高 さ が 健 側 に 比 べ 小 さ い ほ ど 、 ス マ イ ル 時 に 口 角

患 側 が 健 側 口 角 に 比 べ 、 よ り 上 方 に 移 動 し た 。 す な わ ち 、 下 顎 骨 偏

位 量 が 大 き い ほ ど 、 ス マ イ ル 時 に 口 唇 の 非 対 称 性 が 悪 化 す る こ と が

示 さ れ た 。 正 面 顔 面 形 態 で 下 顎 骨 偏 位 が 大 き く 、 患 側 上 顎 骨 の 高 さ

が 健 側 に 比 べ 上 方 に 位 置 す る 程 、 上 唇 の 瘢 痕 部 も 患 側 上 方 に 位 置 す

る 。 こ の 上 唇 瘢 痕 部 の 位 置 の 違 い か ら 、ス マ イ ル 時 に 患 側 口 角 が 健

側 口 角 に 比 べ 大 頬 骨 筋 、 口 角 挙 筋 な ど に 牽 引 さ れ 非 対 称 が さ ら に 悪

化 し た 可 能 性 が 考 え ら れ た 。  
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緒 言  

 

ス マ イ ル は 社 会 的 活 動 お よ び 顔 の 表 現 の 重 要 な 要 素 で あ り 、 ま た

第 一 印 象 の 大 切 な 要 素 の 1 つ で あ る 。 ス マ イ ル の 不 調 和 は 、 生 活 の

質 に 悪 影 響 を 及 ぼ し 、 心 理 的 不 快 感 、 機 能 的 お よ び 社 会 的 不 利 と な

る 1 ) 。そ の た め 、不 正 咬 合 者 の ス マ イ ル 運 動 が 検 討 さ れ 、下 顎 前 突 、

上 顎 前 突 で は 、 正 常 者 と 異 な り 、 ス マ イ ル 時 の 口 角 の 位 置 が 下 方 に

位 置 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 2 , 3 ) 。  

口 唇 形 成 術 の 瘢 痕 を 伴 う 顔 面 は 、 患 者 の 心 理 的 、 社 会 的 発 達 に 影

響 を 与 え る と 報 告 さ れ て い る 4 - 7 ) 。 片 側 性 口 唇 裂 の 口 唇 形 成 術 後 の

口 唇 形 態 は 、 口 唇 形 成 術 の 改 善 に よ り 瘢 痕 が 目 立 た な く な っ て き て

い る 8 - 1 0 ) 。 し か し 、 口 唇 裂 患 者 の 機 能 時 の 口 唇 動 態 に つ い て は 、 口

角 牽 引 時 に は 下 口 唇 の 移 動 距 離 が 大 き く な る と い う 報 告 が さ れ て い

る 1 1 ) 。し か し な が ら 、片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 の 口 唇 運 動 の 詳 細 に つ

い て の 報 告 は 少 な く 、 と く に ス マ イ ル 時 の 口 唇 運 動 に つ い て は 明 ら

か に さ れ て い な い 。  

そ こ で 本 研 究 で は 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 児 の ス マ イ ル は 患 側 と 健

側 で 左 右 差 を 生 じ る と い う 仮 説 を 立 て て 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 児 の

口 唇 形 成 術 後 の ス マ イ ル 時 の 口 唇 お よ び 頬 部 の 三 次 元 移 動 様 相 に つ

い て ス テ レ オ 画 像 計 測 法 を 用 い て 検 討 し た 。  

 

実 験 材 料 及 び 方 法  

 

1 . 被 験 者  

 研 究 期 間 と し た 2 0 1 6 年 1 月 か ら 2 0 1 9 年 1 2 月 に 松 本 歯 科 大 学 病

院 矯 正 歯 科 に 来 院 し た 患 者 は 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 1 7 人 、 両 側 性 唇
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顎 口 蓋 裂 6 人 、口 蓋 裂 単 独 1 1 人 、軟 口 蓋 裂 5 人 、片 側 性 唇 裂 3 人 、

両 側 性 唇 裂 1 人 、 唇 顎 裂 1 人 で あ っ た 。 被 験 者 は 、 研 究 対 象 と し た

片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 の う ち 、 年 齢 が 幼 児 期 を 越 え る 3 人 、 女 児 3

人 を 除 外 し た 口 唇 形 成 術 後 の 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 男 児 1 1 名（ 平 均 5 . 2

歳 、 男 児 1 1 名 、 右 側 唇 顎 口 蓋 裂 8 名 、 左 側 唇 顎 口 蓋 裂 3 名 、 平 均

オ ー バ ー ジ ェ ッ ト - 2 . 0 m m 、 平 均 オ ー バ ー バ イ ト + 1 . 9 m m ） を 対 象 と

し た 。 被 験 者 の 口 唇 形 成 術 は 同 一 術 者 に て 行 わ れ 、 全 て M il l ar d 法

+ 小 三 角 弁 法 で 行 わ れ た 。 本 研 究 は 松 本 歯 科 大 学 研 究 等 倫 理 審 査 委

員 会 に て 承 認 さ れ て い る （ 許 可 番 号 第 0 2 5 2 号 ） 。  

 

2 .  計 測 方 法  

 本 研 究 で 使 用 し た シ ス テ ム 構 成 を 示 す （ 図 １ ） 。 2 台 の カ メ ラ と

プ ロ ジ ェ ク タ ー は 被 写 体 の 真 正 面 に 上 か ら カ メ ラ 、プ ロ ジ ェ ク タ ー 、

カ メ ラ の 順 で 縦 一 列 に な る よ う に 設 置 し 、 カ メ ラ 2 台 と プ ロ ジ ェ ク

タ ー を そ れ ぞ れ 三 脚 で 固 定 し た 。 カ メ ラ に は 一 眼 レ フ レ ン ズ （ AF 

N IK K O R  2 8 m m  F 2 . 8 D 、 ニ コ ン （ 株 ） 、 東 京 ） を 装 着 し た デ ジ タ ル

カ メ ラ （ ニ コ ン デ ジ タ ル カ メ ラ D 9 0 、 ニ コ ン （ 株 ） 、 東 京 ） を 2 台

使 用 し た 。 撮 影 は 赤 外 線 レ リ ー ズ を 使 用 し 、 2 台 同 時 に 撮 影 し た 。

作 成 し た ス テ レ オ 写 真 の 画 像 デ ー タ は S D カ ー ド （ Tra n sc e n d 、  

Ta i w a n ） か ら ノ ー ト パ ソ コ ン （ Vo s t r o 3 5 0 0 、  D EL L 、  U S A ） に 取

り 込 み 、 ス マ イ ル 時 の 軟 組 織 の 口 唇 運 動 を 、 三 次 元 計 測 ソ フ ト ウ ェ

ア （ 3 D イ メ ー ジ メ ジ ャ ラ ー QM - 3 0 0 0 、 株 式 会 社 ト プ コ ン テ ク ノ ハ

ウ ス 、 東 京 ） で 計 測 し た 。 カ メ ラ の 主 点 位 置 、 画 面 （ 焦 点 ） 距 離 、

レ ン ズ の 歪 み を 求 め る た め に 、 カ メ ラ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン は カ メ

ラ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア （ Q M Ca l i b 、 株 式 会 社 ト プ コ ン

テ ク ノ ハ ウ ス 、 東 京 ） を 用 い て 行 っ た 。  

ス マ イ ル は 、再 現 性 を 高 く す る た め に 、Po se d  s m i l e を 適 用 し た 。

被 験 者 に は 、 「 左 右 口 角 を 引 き 上 げ て 笑 顔 を 作 っ て く だ さ い 。 」 と

伝 え 、 自 分 の 顔 を 鏡 で 見 な が ら 、 指 示 通 り に 笑 顔 が で き る よ う に な

る ま で 練 習 を 行 っ た 。 Po se d  s m i l e の 再 現 性 が 得 ら れ た 後 に 計 測 を
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行 っ た 。 閉 唇 時 及 び ス マ イ ル 時 の ペ ア 写 真 を 2 0 枚 撮 影 し 、 適 正 な

Po se d  s m i l e の 写 真 を 複 数 人 で 選 択 し 、 分 析 対 象 と し た 。  

1 )  基 準 点 の 検 証  

安 静 時 と ス マ イ ル 時 を 比 較 す る 際 の 基 準 点 に は 、石 川 1 2 ) ら に よ っ

て ス マ イ ル 時 の 安 定 し た 基 準 点 で あ る こ と が 示 さ れ て い る 左 右 内 眼

角 か ら 4 0 m m 上 方 の 点 （ 左 右 額 部 ） 、 鼻 尖 の 3 点 を 用 い る こ と と し

た 。  

 本 研 究 で は こ れ ら 3 点 を 基 準 点 と し た 三 角 形 で 直 行 座 標 系 を 構 築

し 、計 測 中 の 頭 部 の 動 き は こ の 座 標 系 を 用 い て 補 正 す る こ と と し た 。

な お 、 3 点 で 作 ら れ る 三 角 形 の 重 心 を 原 点 （ 0 , 0 , 0 ） と し た 。  

2 )  ス テ レ オ 画 像 計 測 の 手 順  

( 1 )  被 験 者 に レ ト ロ タ ー ゲ ッ ト を 貼 り 付 け た ( 図 2) 。 貼 付 位 置 は 、

基 準 と な る 3 点 （ 左 右 額 、 鼻 尖 ） に 加 え 、 上 唇 中 央 部 、 下 唇 中

央 部 、左 右 口 角 、左 右 頬 部 と し 、軟 組 織 の 計 測 点 と し て 用 い た 。

頬 部 の 貼 付 位 置 は 、 左 右 鼻 翼 下 縁 を 結 ん だ 線 と 、 瞳 孔 か ら こ の

線 に 対 す る 垂 線 と の 交 点 と し た 。  

( 2 )  基 準 点 と し て 設 定 し た 左 右 額 お よ び 鼻 尖 の 3 点 を 結 ん で で き る

基 準 三 角 形 の 重 心 を 原 点 と し て 、三 次 元 直 行 座 標 系 を 構 築 し た 。

す な わ ち 、 左 右 の 額 を 結 ん だ 線 に 平 行 で 基 準 三 角 形 の 重 心 を 通

る 横 方 向 の 線 を X 軸 と し 、 X 軸 に 直 行 し 、 原 点 を 通 る 線 で 上 下

方 向 を 示 す 直 線 を Y 軸 、 基 準 三 角 形 に 直 行 し 、 原 点 を 通 る 線 で

前 後 方 向 を 示 す 線 を Z 軸 と し た 。被 験 者 の 正 面 顔 画 像 に お い て 、

ス マ イ ル 時 の 移 動 方 向 は 、 水 平 方 向 は 患 側 を + 、 垂 直 方 向 は 上

方 を + 、 前 後 方 向 は 前 方 を + 、 健 側 、 下 方 、 後 方 を − の 座 標 値 と

し た 。  

( 3 )  ２ 台 の カ メ ラ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 っ た 。  

( 4 )  プ ロ ジ ェ ク タ ー を 用 い て ホ ワ イ ト ラ イ ト を 顔 の 表 面 に 映 し 出 し 、

頭 部 固 定 は 行 わ ず 、 口 唇 閉 鎖 時 と ス マ イ ル 時 の 写 真 を ２ 台 の カ

メ ラ で 赤 外 線 レ リ ー ズ を 用 い て 撮 影 し た 。 こ の 際 、 ⾧ さ を 示 す

基 準 尺 も 一 緒 に 撮 影 し た 。  
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( 5 )  2 台 の カ メ ラ で 撮 影 し た 画 像 を N o t e P C（ Vo s t r o 3 5 0 0 ）に 取 り 込

み 、 三 次 元 ソ フ ト ウ ェ ア （ Q M - 3 0 0 0） で 2 組 の ス テ レ オ ペ ア 画

像 を 作 成 し 、 標 定 作 業 を 行 っ た （ 図 3 ） 。 す な わ ち 、 座 標 の 基

準 と な る レ ト ロ タ ー ゲ ッ ト を 貼 り 付 け た 2 枚 の ス テ レ オ ペ ア 画

像 か ら 、左 右 の 共 通 な 6 点 以 上 の レ ト ロ タ ー ゲ ッ ト を 関 連 付 け 、

2 台 の カ メ ラ の 位 置 （ カ メ ラ 間 距 離 ） 、 カ メ ラ の 回 転 角 （ カ メ

ラ の 向 き ） 、 ポ イ ン ト の 座 標 を 測 定 し た 。  

こ の 解 析 を 安 静 時 、 ス マ イ ル 時 で 行 い 、 レ ト ロ タ ー ゲ ッ ト を 貼

付 し た 上 唇 中 央 部 、 下 唇 中 央 部 、 左 右 口 角 、 左 右 頬 部 の 三 次 元

方 向 の 動 き を 解 析 し た 。  

ま た 、 基 準 点 3 点 の 位 置 の 再 現 性 の 確 認 の た め 、 無 作 為 に 3 名

の 被 験 者 が 選 択 さ れ 、 2 週 間 の 間 隔 で 基 準 点 3 点 の 位 置 を

D a h l be r g ’ s  f o rm u la を 用 い て 再 現 性 を 検 討 し た 。 ま た 、 ス マ イ

ル 時 の 基 準 点 3 点 の 位 置 の 安 定 性 の 確 認 の た め 、 無 作 為 に 1 0

名 の 被 験 者 が 選 択 さ れ 、 基 準 点 3 点 の 移 動 量 の 平 均 値 を 算 出 し

た 。  

 

3 )  正 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム 計 測  

閉 唇 、 咬 頭 嵌 合 位 で 撮 影 し た 正 面 頭 部 エ ッ ク ス 線 規 格 写 真 を ト レ

ー ス し 、 S a s so u n i 1 3 ) に よ る 分 析 に 順 じ 、 l a t e ro o rb i t a l e  t o  

l a t e ro o rb i t a l e  l in e ( 眼 窩 縁 と 斜 眼 窩 縁 と の 交 点 を 結 ん だ 線 Lo -L o ’ )

を 水 平 基 準 線 Lo -L o ’ と し 、 Lo -L o ’ の 垂 直 二 等 分 線 を V P と し た 。 こ

れ を 基 準 に 以 下 の 項 目 に つ い て 計 測 し た 。 ( 図 4 )  

( 1 )  垂 直 距 離 計 測 項 目  

①  上 顎 骨 高 ： 水 平 基 準 線 Lo -L o ’ か ら 患 側 、 健 側 の 上 顎 第 一 大 臼

歯 頬 側 歯 槽 骨 頂 部 M x、 M x’ ま で の 距 離  

②  下 顎 骨 高：水 平 基 準 線 Lo -L o ’ か ら 患 側 、健 側 の 下 顎 角 部 G o 、

G o ’ ま で の 距 離  

( 2 )  水 平 距 離 計 測 項 目  

① 上 顎 骨 幅 ： 正 中 線 VP か ら 患 側 、健 側 の 上 顎 第 一 大 臼 歯 頬 側 歯
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槽 骨 頂 部 M x、 M x’ ま で の 距 離  

②  下 顎 骨 幅 ： 正 中 線 VP か ら 患 側 、 健 側 の 下 顎 角 部 G o 、 G o ’ま

で の 距 離  

③  下 顎 骨 偏 位 量 ： 正 中 線 VP か ら M e ま で の 距 離  

 さ ら に 、顔 面 形 態 と ス マ イ ル 時 の 軟 組 織 の 移 動 量 の 関 連 を 検 討 す る

た め に 、 下 記 に 示 す 正 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム の 項 目 と ス テ レ オ カ メ ラ で

計 測 し た 軟 組 織 の 移 動 量 の 関 連 を 検 討 し た 。 な お 、 正 面 セ フ ァ ロ グ

ラ ム で は 上 顎 骨 と 下 顎 骨 の 高 さ と 幅 の 患 側 か ら 健 側 を 引 い た 値 お よ

び 下 顎 骨 偏 位 量 、 軟 組 織 の 移 動 量 は 口 角 と 頬 部 の 患 側 か ら 健 側 の 移

動 量 を 引 い た 値 を 用 い た 。  

ま た 測 定 誤 差 の 確 認 の た め 、無 作 為 に 1 0 名 の 被 験 者 が 選 択 さ れ 、

2 週 間 の 間 隔 で ト レ ー ス し 、 D a h l be r g ’ s  f o r m u l a を 用 い て 再 現 性 を

検 討 し た 。  

4 )  統 計 解 析  

口 唇 閉 鎖 時 か ら ス マ イ ル 時 の 軟 組 織 変 化 を 、 唇 裂 が あ る 部 位 を 患

側 、 反 対 側 を 健 側 と し 、 患 側 口 角 と 健 側 口 角 、 患 側 頬 部 と 健 側 頬 部

お よ び 上 唇 中 央 部 と 下 唇 中 央 部 の 水 平 方 向 、 垂 直 方 向 、 前 後 方 向 に

つ い て W i lc o xo n 検 定 を 用 い て 患 側 と 健 側 を 比 較 し た 。 な お 、 上 唇

中 央 部 と 下 唇 中 央 部 の 垂 直 方 向 、 口 角 と 頬 部 の 水 平 方 向 の 比 較 は 、

移 動 量 の 絶 対 値 を 比 較 し た 。 ま た 、 本 研 究 の 対 象 患 者 の 正 面 セ フ ァ

ロ グ ラ ム の 上 顎 骨 幅 及 び 高 さ 、下 顎 骨 幅 及 び 高 さ に つ い て W i lc o xo n

検 定 を 用 い て 患 側 と 健 側 を 比 較 し た 。 さ ら に ス マ イ ル 時 の 軟 組 織 計

測 点 の 移 動 量 と 正 面 顎 顔 面 形 態 計 測 値 と の 関 連 を S p e a rm an の 相 関

( 有 意 確 率 p < 0 . 0 5 ) を 用 い て 調 べ た 。な お 、軟 組 織 解 析 に お い て 水 平

方 向 は 患 側 を ＋ 、垂 直 方 向 は 上 方 を ＋ 、垂 直 方 向 は 前 方 を ＋ と し た 。  

 

結 果  

 

1 .  ス テ レ オ 画 像 計 測 の 基 準 点 の 再 現 性 と 安 定 性 お よ び 正 面 頭 部 エ
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ッ ク ス 線 規 格 写 真 の 再 現 性 （ 表 1 、 表 2 ）  

 ス テ レ オ 画 像 計 測 の 画 像 構 築 の 基 準 点 と な る 左 側 内 眼 角 か ら

4 0 m m 上 方 の 点 、 右 側 内 眼 角 か ら 4 0 m m 上 方 の 点 、 鼻 尖 の 三 次 元 座

標 の D a h l be r g ’ s  f o r m u l a の 結 果 を 表 １ に 示 す 。 測 定 誤 差 は 0 . 0 2 2 ～

0 . 5 4 8 m m の 値 を 示 し た 。  

 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 児 の 1 0 名 の 安 静 時 か ら ス マ イ ル 時 の 基 準 点 3

点 の 平 均 移 動 距 離 を 表 2 に 示 す 。0 . 3 2 9 m m ～ 0 . 9 1 1 m m の 移 動 距 離 を

示 し 、 最 大 移 動 距 離 で あ っ た 口 角 患 側 と 比 較 す る と 4 . 2 ％ ～ 1 1 . 6 ％

で あ っ た 。  

正 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム ト レ ー ス の D a h l be r g ’ s  f o rm u la の 結 果 、計 測

誤 差 は 0 . 0 1 8 ～ 0 . 3 2 6 m m の 値 を 示 し た 。  

 

2 .   ス マ イ ル 時 の 口 唇 と 頬 部 の 移 動 距 離 （ 表 3 、 4 、 5 ）  

1 )  ス マ イ ル 時 の 口 角 部 の 患 側 と 健 側 の 移 動 距 離 の 比 較 を 表 3 に 示

す 。患 側 口 角 が 外 側 に 4 . 6 9 m m 、上 方 に 4 . 5 3 m m 、後 方 に 4 . 3 5 m m

に 移 動 し 、 健 側 口 角 が 外 側 に 2 . 6 7 m m 、 上 方 に 3 . 0 0 m m 、 後 方 に

3 . 0 2 m m 移 動 し た 。 ス マ イ ル 時 の 口 角 の 移 動 距 離 は 水 平 方 向 、 垂

直 方 向 、 前 後 方 向 の 3 方 向 と も に 患 側 が 健 側 よ り 有 意 に 大 き い

値 を 示 し た 。す な わ ち 、患 側 口 角 部 が 健 側 口 角 に 比 べ 、有 意 に 外

方 、 上 方 、 後 方 に 大 き く 移 動 し た 。  

2 )  上 唇 中 央 部 と 下 唇 中 央 部 の 移 動 距 離 の 比 較 の 結 果 を 表 4 に 示 す 。

上 下 口 唇 中 央 部 は 、 上 唇 中 央 部 は 患 側 に 0 . 5 4 m m （ 1 1 人 中 8 人

が 患 側 へ 移 動 ） 、 上 方 に 2 . 2 1 m m 、 後 方 に 1 . 0 2 m m 移 動 し 、 下 唇

中 央 部 は 患 側 に 0 . 7 7 m m （ 1 1 人 中 7 人 が 患 側 へ 移 動 ） 、 下 方 に

6 . 6 0 m m 、 後 方 に 1 . 6 8 m m そ れ ぞ れ 移 動 し た 。 下 唇 中 央 部 の 下 方

へ の 移 動 量 が 上 唇 中 央 部 の 上 方 へ の 移 動 量 よ り 有 意 に 大 き い 値

を 示 し た 。  

3 )  頬 部 の 患 側 と 健 側 の 移 動 距 離 の 比 較 の 結 果 を 表 5 に 示 す 。 患 側

頬 部 は 外 側 に 1 . 9 3 m m 、上 方 に 2 . 0 9 m m 、前 方 に 1 . 8 6 m m 移 動 し 、

健 側 頬 部 は 外 側 に 1 . 5 8 m m、 上 方 に 1 . 5 1 m m 、 前 方 に 1 . 5 7 m m 移
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動 し た 。 水 平 方 向 、 垂 直 方 向 、 前 後 方 向 の 3 方 向 の 患 側 お よ び

健 側 の 頬 部 の 移 動 量 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 

3 .  正 面 顎 顔 面 形 態 （ 表 6 ）  

正 面 顎 顔 面 形 態 の 患 側 と 健 側 の 比 較 を 表 6 に 示 す 。 上 顎 骨 高 は 患

側 5 2 . 0 m m、健 側 5 2 . 0 mm 、下 顎 骨 高 は 患 側 7 5 . 0 m m 、健 側 7 5 . 0 m m 、

上 顎 骨 幅 は 患 側 2 6 . 5 m m 、 健 側 2 5 . 6 m m 、 下 顎 骨 幅 は 患 側 3 9 . 0 m m 、

健 側 3 6 . 2 m m を 示 し 、 下 顎 骨 幅 は 患 側 と 健 側 で 有 意 差 を 示 し た 。  

 

4 .  正 面 顎 顔 面 形 態 と ス マ イ ル 時 の 口 唇 、頬 部 の 移 動 距 離 の 関 連（ 表

7 ）  

ス マ イ ル 時 の 口 唇 と 頬 部 の 三 次 元 移 動 量 と 正 面 顎 顔 面 形 態 の 関 連 を

表 7 に 示 す 。 口 角 水 平 方 向 の 患 側 と 健 側 の 移 動 距 離 の 差 は 、 下 顎 骨

幅 差（ 患 側 - 健 側 ）及 び 下 顎 骨 側 方 偏 位 量 と 有 意 な 正 の 相 関 を 示 し た 。

ま た 、 口 角 垂 直 方 向 の 患 側 と 健 側 の 移 動 距 離 の 差 は 上 顎 骨 高 差 （ 患

側 - 健 側 ） お よ び 下 顎 骨 高 差 （ 患 側 - 健 側 ） と 有 意 な 負 の 相 関 を 示 し

た 。   

 

考 察  

 

1 .  ス マ イ ル の 定 義 に つ い て  

本 研 究 で は 、 ス マ イ ル 運 動 の 再 現 性 を 高 く す る た め に 、 Po se d  

s m i l e を 適 用 し た 。Po se d  s m i l e は 、感 情 に 左 右 さ れ な い 自 発 的 な 笑

顔 で 、学 習 さ れ た 挨 拶 で 、持 続 可 能 と 定 義 さ れ て い る 1 4 ) 。こ の Po se d  

s m i l e の 再 現 性 に つ い て は 、 H o u s t i s 1 5 ) ら は 、 P o s e d  s m i l e は 再 現 性

が 高 く 自 然 な 笑 顔 と 口 唇 形 態 が 類 似 し て い る こ と を 示 し て い る 。 ま

た 、 Ras h e d 1 6 ) ら 、 H av e n s  1 7 ) ら も Po s e d  sm i l e の 高 い 再 現 性 を 報 告

し て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 本 研 究 も 、 自 発 的 な 笑 顔 に 類 似 し て

再 現 性 の 高 い Po se d  s m i l e を 用 い て 、ス マ イ ル 運 動 の 検 討 を 行 っ た 。 
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2 .  ス マ イ ル 時 の 軟 組 織 の 動 き に つ い て  

ス マ イ ル 時 の 口 唇 運 動 に つ い て は 、 成 人 正 常 咬 合 者 で は 、 口 角 は

後 上 方 に 移 動 し 、 口 角 の 移 動 距 離 は 上 唇 中 央 部 に 対 し て 水 平 方 向 に

は 7 . 6 倍 、 垂 直 方 向 に は 2 倍 、 前 後 方 向 に は 1 . 7 倍 に 移 動 し 、 左 右

対 称 な 動 き を す る こ と が 示 さ れ て い る 1 8 ) 。  

不 正 咬 合 者 の 口 唇 運 動 に つ い て 、成 人 An gl e  I I 級 １ 類 上 顎 前 突 で

は 、 正 常 咬 合 者 よ り も 上 下 口 唇 中 央 部 に 対 し て ス マ イ ル 時 に 口 角 が

下 方 に 位 置 す る こ と が 示 さ れ て い る 2 ） 。ま た 、成 人 骨 格 性 下 顎 前 突

者 で も 、 正 常 咬 合 者 よ り ス マ イ ル 時 に 口 角 は 上 下 口 唇 中 央 部 に 対 し

て 口 角 は 下 方 に 位 置 す る こ と が 示 さ れ て い る 3 ） 。  

一 方 、 口 唇 形 成 術 後 の 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 の ス マ イ ル に つ い て は 、

Ru d ai n y 1 9 ) ら は 、 口 唇 の 非 対 称 性 が 重 度 に な る こ と を 報 告 し 、

H al l ac 2 0 ) ら は 、 口 唇 裂 患 者 は ス マ イ ル 中 に 顔 の 非 対 称 性 が 増 加 す る

だ け で な く 、 ス マ イ ル 運 動 経 路 の 口 唇 形 状 は 口 唇 裂 の な い 人 よ り も

非 対 称 で あ っ た と 報 告 し て い る 。 し か し 、 こ れ ら の 報 告 で は ス マ イ

ル 時 の 口 唇 の 非 対 称 な 三 次 元 運 動 の 詳 細 に つ い て は 示 さ れ て い な い 。 

 本 研 究 で は 、 患 側 口 角 部 が 健 側 口 角 に 比 べ 、 有 意 に 外 方 、 上 方 、

後 方 に 大 き く 移 動 し た 。 ス マ イ ル 運 動 は 大 頬 骨 筋 、 口 角 挙 筋 等 の 収

縮 で 構 成 さ れ 、 リ ン グ 状 の 口 輪 筋 全 体 を 停 止 部 と す る 動 き と な る 。

片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 で は 、 上 唇 の 術 後 の 瘢 痕 部 が 上 唇 中 央 部 よ り

患 側 に 偏 位 し て い る た め ス マ イ ル 時 の 上 唇 部 の 口 輪 筋 の 筋 肉 量 が 、

上 唇 瘢 痕 部 を 境 界 と す る と 患 側 が 健 側 よ り も 少 な い 。 そ の た め 、 ス

マ イ ル 時 に 大 頬 骨 筋 、 口 角 挙 筋 な ど に よ り 患 側 口 角 が 健 側 口 角 に 比

べ 牽 引 さ れ 、 水 平 、 垂 直 、 前 後 方 向 に 大 き な 移 動 を 示 し た と 推 察 さ

れ た 。 ま た 、 上 唇 中 央 部 と 下 唇 中 央 部 の 比 較 で は 、 下 唇 中 央 部 の 下

方 へ の 移 動 距 離 は 、 上 唇 中 央 部 の 上 方 へ の 移 動 距 離 よ り も 有 意 に 大

き い 値 を 示 し た 。 成 人 の 正 常 咬 合 者 の ス マ イ で は 上 唇 中 央 と 下 唇 中

央 部 が そ れ ぞ れ 上 方 と 下 方 に 4 . 0 m m 移 動 す る こ と が 報 告 さ れ て い

る 1 8 ) 。片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 で は 、上 唇 中 央 は 瘢 痕 組 織 に よ り 動 き

が 制 限 さ れ 、 下 唇 中 央 は 上 唇 中 央 部 の 動 き を 補 う た め 成 人 よ り 大 き
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な 移 動 量 に な っ た と 推 察 さ れ た 。こ れ は 上 唇 に 瘢 痕 が み ら れ る た め 、

ス マ イ ル 時 の 上 唇 中 央 部 の 動 き を 補 う た め に 下 唇 中 央 の 垂 直 移 動 量

が 大 き い 値 を 示 し た と 推 察 さ れ た 。  

頬 部 で は 、 安 静 時 か ら ス マ イ ル 時 の 運 動 量 で 患 側 お よ び 健 側 に 有

意 差 を 認 め な か っ た 。 こ れ は 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 の 裂 隙 が 口 輪

筋 、 顎 堤 、 口 蓋 部 に 限 局 し て い る た め 、 頬 部 に 対 す る 影 響 が な か っ

た た め と 考 え ら れ た 。  

 

3 .  正 面 顎 顔 面 形 態 と 唇 顎 口 蓋 裂 患 児 の ス マ イ ル 時 の 三 次 元 移 動 距

離 の 関 連 に つ い て  

成 人 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 の 顔 面 形 態 は 、 口 蓋 裂 の 形 成 手 術 後 の

瘢 痕 に よ る 上 顎 基 底 骨 の 患 側 の 垂 直 的 成 ⾧ 抑 制 に よ り 、 咬 合 平 面 、

下 顎 下 縁 平 面 の 傾 斜 が 生 じ 、 下 顎 が 顎 裂 側 に 偏 位 す る こ と が 報 告 さ

れ て い る 2 1 ) 。児 童 の 唇 顎 口 蓋 裂 者 の 正 面 セ フ ァ ロ グ ラ ム に お い て も 、

下 顎 切 歯 正 中 部 が 顎 正 中 線 に 対 し 約 1 m m 患 側 へ の 偏 位 が 報 告 さ れ

て い る 2 2 ) 。 本 研 究 で も 、 正 面 顔 面 形 態 の 計 測 値 で 下 顎 骨 幅 径 は 、 患

側 が 健 側 に 比 べ 有 意 に 大 き い 値 を 示 し 、 下 顎 骨 の 患 側 へ の 偏 位 が 見

ら れ た 。  

片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 児 の ス マ イ ル 時 の 口 角 の 移 動 量 と 正 面 顔 面 形 態

の 関 連 の 詳 細 は 報 告 さ れ て い な い 。 下 顎 偏 位 を 伴 う 下 顎 前 突 者 に つ

い て は 、 本 藤 2 3 ) は 、 下 顎 骨 偏 位 量 が 大 き い ほ ど 、 ス マ イ ル 時 に 非 偏

位 側 口 角 が 上 方 に 移 動 す る こ と を 示 し 、 偏 位 側 口 角 に 対 し て 下 方 に

位 置 す る 非 偏 位 側 口 角 の 位 置 を 、 ス マ イ ル 時 に 補 償 し て い る と 考 察

し て い る 。 本 研 究 の 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 者 児 で は 、 下 顎 骨 が 患 側 に

偏 位 す る ほ ど 患 側 口 角 が 健 側 口 角 に 比 べ 大 き く 外 方 に 移 動 し 、 患 側

の 上 下 顎 骨 の 高 さ が 健 側 よ り も 小 さ い ほ ど 、 患 側 口 角 が 健 側 口 角 に

比 べ 大 き く 上 方 に 移 動 し た 。 す な わ ち 、 顔 面 形 態 の 非 対 称 が 大 き い

ほ ど ス マ イ ル 時 に 口 唇 の 非 対 称 性 が 悪 化 す る こ と が 示 さ れ た 。 軟 組

織 の 位 置 は 硬 組 織 の 位 置 に 関 連 す る こ と か ら 、 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 で

は 顔 面 形 態 で 下 顎 骨 偏 位 が 大 き く 、 患 側 上 顎 骨 の 高 さ が 健 側 に 比 べ
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上 方 に 位 置 す る 程 、 上 唇 の 瘢 痕 部 も 患 側 上 方 に 位 置 す る と 考 え ら れ

る 。 こ の 上 唇 瘢 痕 部 の 位 置 の 違 い か ら 、ス マ イ ル 時 に 患 側 口 角 が 健

側 口 角 に 比 べ 大 頬 骨 筋 、 口 角 挙 筋 な ど に 牽 引 さ れ 非 対 称 が さ ら に 悪

化 し た 可 能 性 が 考 え ら れ た 。  

 

結 論  

 

口 唇 裂 術 後 の 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 児 の 安 静 時 か ら ス マ イ ル 時 の 口

唇 お よ び 頬 部 の 軟 組 織 の 運 動 を 三 次 元 的 に 解 析 し 、 次 の 結 論 が 得 ら

れ た 。  

 1 .  口 角 部 は 上 外 お よ び 後 方 に 移 動 し 、患 側 口 角 は 健 側 口 角 に 比 べ 、

有 意 に 外 方 、 上 方 、 後 方 に 大 き く 移 動 し た 。  

 2 .  上 下 口 唇 中 央 部 で は 、 上 唇 中 央 部 が 上 方 へ 、 下 唇 中 央 部 が 下 方

へ 移 動 し た 。 下 唇 中 央 部 の 下 方 へ の 移 動 量 は 上 唇 中 央 部 に 比 べ 、 有

意 に 大 き い 値 を 示 し た 。  

 3 .  頬 部 は 上 外 前 方 に 移 動 し 、 患 側 頬 部 と 健 側 頬 部 の 間 に 有 意 差 を

認 め な か っ た 。  

 4 .  ス マ イ ル 時 の 口 唇 と 頬 部 の 三 次 元 移 動 量 と 正 面 顎 顔 面 形 態 の 関

連 で は 、患 側 下 顎 骨 幅 が 健 側 よ り 大 き く 下 顎 骨 が 患 側 に 偏 位 す る 程 、

患 側 口 角 は 健 側 よ り 有 意 に 外 方 に 移 動 し 、 患 側 の 上 顎 骨 高 お よ び 下

顎 骨 高 が 健 側 よ り 小 さ い 程 、 口 角 患 側 は 健 側 よ り 有 意 に 上 方 に 移 動

し た 。  

 以 上 の 結 果 か ら 、 口 唇 裂 術 後 の 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 患 児 の 口 唇 は ス

マ イ ル 時 に 前 後 的 、 水 平 的 、 垂 直 的 に 非 対 称 を 示 し 、 そ の 移 動 量 は

正 面 顔 面 形 態 に 関 連 す る こ と が 示 さ れ た 。  
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